
20日

a月の納税 品期

花
束
と
拍

たえず経営研究に似}Jみ，合理化lこつとめる。
(大洲市民憲章)

昭和 52年 2月

O 生産に励み
呈かな家庭と郷土を築く。

新時代にふさわしい技術を身につける。

に
迎
え
ら
れ

税

二
月
五
日
に
行
わ
れ
た
市
長
逝
挙
は
市
民
の
も
っ
と
も
男
危
な
繋
挙
で
し
だ
が
、
あ
h
に
ぐ
雪
が
ち
ら
つ
く

天
候
で
投
票
率
直
七
六
。
{
ハ
二
形
、
川
日
開
票
の
結
果
、
近
岡
賓
秋
氏
が
新
市
長
に
湾
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
問
時
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
宿
欠
選
挙
は
、
校
票
率
七
六
。
五
六
配
地
で
、
白
一
七
丈
夫
氏
が
議
員
に

選
ば
れ
出
仇
し
た
。

険{果

。
。

太
陽
の
お
か
あ
さ
ん

通

勤

部

会
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県
民
た
す
け
あ
い
総
参
加
巡
動
大
洲

市
推
進
協
議
会
で
は
、
温
か
い
家
日
づ

く
り
と
児
童
の
健
全
育
成
を
悶
る
た
め

に
、
去
る
一
月
二
+
一
日
中
央
会
民
館

に
お
い
て
、
太
陽
の
お
か
あ
さ
ん
運
動

部
会
を
設
置
レ
ま
し
た
。

当
日
は
、
太
田
谷
長
は
b
め
役
員
多

殺
が
出
席
レ
て
、
太
陽
の
お
か
あ
さ
ん

一
運
動
沼
会
会
則
、
運
動
推
進
要
綱
、
事

一
業
計
画
な
ど
を
答
持
決
定
レ
ま
し
た
。

一
選
任
さ
れ
た
役
員
お
よ
び
推
進
事
項

一
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
部
長
米
沢
フ
サ
ノ

一

人

会

長

)

副
部
長
小
川
フ
ジ
一
」

人
部
長
)

市
広

洲

画

大

企

男

女

世帯数

面積

発行

編集

λーロ

(
↑
巾
連
合
嬬

(1) 

(
市
農
協
婦

予選
島
田
カ
ズ
ヱ
(
喜
多
泊
区

更
正
婦
人
会
長
)

大
川
教
子
(
市
日
赤
奉
仕

団
代
表
)

大
野
満
干
(
市
民
判
断
婦
人

部
行
表
)

野
附
志
げ
子
(
市
母
親
ク

連
協
会
長
)

主
な
事
業

一
、
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
の
等
間

二
、
美
レ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
展
開

三
、
太
陽
の
お
か
あ
さ
ん
ニ
コ
ニ
コ
貯

金
の
提
進

み
な
さ
ん
の
と
協
力
を
お
瀬
川
い
し
ま

す。 評
議
員

初登序u)近田市長と出迎えの職員

迂
田
市
長
は
、
二
月
十
四
日
午
浦
九

時
半
に
初
伝
庁
し
ま
し
た
。
十
巾
役
所
玄

関
前
で
百
回
則
役
を
は
じ
め
宰
鮫
の
職

員
の
盛
ん
な
拍
手
と
女
子
制
員
か
ら
の

花
山
で
迎
え
ら
れ
市
長
室
へ
入
り
ま
し

た。
と
の
あ
と
就
任
式
に
臨
み
、
就
任
あ

い
さ
つ
で
、
市
民
多
数
の
か
た
の
支
持

を
得
て
市
長
に
選
ぽ
れ
、
そ
の
責
任
と

使
命
の
一
事
大
さ
を
感
じ
て
い
る
。

と
れ
か
ら
は
全
職
慣
の
一
致
協
力
を

得
て
市
民
の
福
祉
河
上
の
た
め
に
、
前

市
長
が
前
拙
か
れ
だ
伝
統
の
LJ-

に
た
っ
て

十
へ
刺
市
の
発
療
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

述
ぺ
ま

υた。

つ
づ
い
て
、
市
暇
貝
を
代
美
し
吉
田

助
役
が
歓
迎
の
あ
い
き
つ
を
述
べ
就
任

式
号
終
わ
り
烹
レ
た
。
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一
万
六
千
円

一
万
三
干
円

前
市
長

村
上
道
官
同
氏

三
期
十
三
年
間
市
政
を
担
当
し
業
績

を
の
ζ
さ
れ
売
前
市
長
村
主
清
吉
氏
は

二
月
半
二
日
午
前
十
時
か
ら
退
任
式
で

次
の
よ
う
に
あ
い
さ
っ
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
以
来
一
貫
し
て
融
和
と
協
調
の

市
政
そ
行
い
、
市
民
の
幸
せ
と
市
の
禿

。
糖
尿
病
は
イ
シ

γ
ュ
リ
ツ
の
異
常
が

ら
起
こ
る

と
は
ん
の
で
ん
ぷ
ん
質
ゃ
、
お
摂
~
寸

の
一
精
分
で
あ
る
糖
質
(
炭
水
化
物
)
は

身
体
の
ヱ
永
ル
ギ

1
源
と
レ
で
欠
か
ぜ

な
い
も
の
で
す
。

こ
の
総
員
が
体
内
で
活
用
さ
れ
る
た

め
に
は
イ

yvv
ュ
リ
ジ
と
い
ろ
ホ
ル
モ

ン
の
的
き
を
借
り
ま
す
。

イ
ツ
シ
ュ
リ
J

ン
の
分
泌
や
聞
き
が
不

十
分
だ
と
糖
質
は
利
用
畑
理
が
で
き
な

く
な
り
、
血
ぷ
の
中
に
残
っ
て
尿
か
ら

も
排
せ
っ
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
糖
尿
病

で
す
。精
尿
病
は
、
早
く
発
見
レ
て
正
レ
い

治
療
を
行
え
ば
、
健
康
人
と
変
わ
ら
な

竹
生
活
が
で
澄
ま
す
が
、
ほ
う
っ
て
お

く
と
活
動
能
力
か
低
下
し
、
脳
卒
中
守

心
脳
病
、
じ
ん
臓
病
な
ど
を
合
併
し
ま

展

に

取

り

組

ん

で

き

た

。

す

一

。

幸
い
に
市
議
去
を
は
じ
め
四
方
市
民
ま
た
、
苦
い
時
に
発
将
す
る
も
の
汲

の
協
力
を
得
て
、
知
事
に
そ
の
責
任
を
ど
重
い
の
で
、
若
い
か
ら
大
丈
夫
だ
と

果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
と
に
娯
上
の
ほ
う
っ
て
お
く
の
改
危
険
で
す
。

喜
び
を
品
。
て
h
h

ま

す

。

。

乙

ん

な

症

状

に

気

を

つ

ヴ

ま

レ

ょ

う

市
政
の
発
漫
に
限
界
は
な
い
、
と
れ
①
の
ど
が
か
わ
き
、
夜
中
に
ニ
ー
一
ニ

か
ら
は
一
市
民
と
レ
ご
市
政
の
発
展
に

固
さ
伊
一
飲
ま
た
付
れ
ば
な
ろ
な
い

協
力
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
レ
た
。

②
尿
風
間
一
が
ふ
え
る
。
回
叙
も
一
一
回
の

そ
の
あ
と
、
南
役
所
玄
関
前
で
女
子

験
員
か
ら
沼
引
を
受
け
、
見
送
り
の
職
量
も
ふ
え
、
夜
中
に
た
び
た
ぴ
ト

員
と
握
手
を
交
わ
し
大
ぜ
い
の
拍
手
に
イ
レ
に
起
き
る

送
ら
れ
℃
市
役
所
与
一
去
ら
れ
ま
し
た
。
⑨
全
身
か
だ
る
い
。
元
気
が
な
く
夜

h
M組
側
可

H
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(
市
外
か
ら
大
別
市
へ
と
ら
れ
た
と
国
民
健
康
保
険
視
保
険
者
証
、
印
鑑

き

)

こ

れ

ら

の

届

出

を

怠

る

と

、

処

罰

さ

転
出
証
明
書
、
閣
民
年
金
手
帳
、
国
れ
る
と
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
気
を
つ
け

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
℃
ぐ
だ
さ
い
。

。

提

出

す

る

場

合

学

生

生

徒

の

住

所

に

つ

い

て

(
大
淵
市
か
ら
市
外
へ
出
て
い
か
れ
級
学
の
た
め
、
下
宿
な
ど
に
唐
住
す

る

と

き

)

る

か

た

の

住

所

は

、

通

学

で

き

る

地

域

国
民
年
金
保
漁
料
領
収
烹
、
国
民
健
を
除
き
、
下
宿
、
学
校
の
算
た
ど
か
住

康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
居
間
に
な
り
ま
す
。

。

転

居

す

る

場

合

し

た

が

っ

て

、

在

学

中

は

休

学

、

退

(
市
内
で
住
所
が
表
わ
っ
た
と
き
)
学
を
し
な
い
か
ぎ
り
、
転
ス
転
出
は
で

国
民
年
金
保
険
料
領
収
菜
、
同
国
民
健
き
な
い
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

康
保
険
時
一
保
険
者
訳
、
印
鑑
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
へ

や
世
符
主
を
変
更
す
る
場
合
お
問
い
合
わ
せ
「
く
だ
さ
い
。

五
、
入
居
者
資
格

次
の
条
件
に
該
当
す
名
人

ω
市
内
に
住
所
ま
た
は
動
務
場

所
が
あ
る
こ
と
。

判
過
去
一
空
間
の
所
得
(
収
入

か
ら
必
裂
経
由
闘
を
円
除
レ
た
額

)
を
+
二
か
月
で
除
レ
、
さ
ら

に
扶
養
続
族
一
人
に
つ
き
一
万

六
千
円
を
控
除
し
た
額
が
、
第

一
種
住
宅
に
お
い
て
は
、
四
万

七
平
円
を
こ
え
八
万
一
千
円
以

下
で
あ
る
人
。
第
一
一
種
住
宅
に

お
い
て
は
、
四
万
七
干
同
以
下

で
あ
る
人
。

〈
例
)
給
与
所
得
者
(
扶
養
親
族
一
二

人
の
原
準
世
帯
)
の
場
合

第
一
種
住
宅

年
収
百
八
+
四
万
四
千
円
か
ら

二
百
四
十
二
万
五
千
九
百
九
巾

九
阿
ま
で
の
人
。

第
二
種
住
宅

年
収
百
八
十
四
万
一
二
千
九
百
力

十
九
円
以
下
の
人
。

判
現
に
同
居
ま
た
は
、
同
居
し

ょ
っ
と
す
る
続
族
(
入
居
後
三

か
月
以
内
に
同
居
で
き
る
路
約

者
を
含
む
)
が
あ
る
人
。

判
現
在
住
唱
に
困
窮
レ
て
い
る

と
L

一
が
明
ら
か
だ
人
。

六
、
受
付
期
間
、
場
所

昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十
五
回
(

市職員lと退任のあいさつをする前村上市長

転
出
は

正転

lζ 

住
所
が
変
わ
勺
た
と
き
は
、
十
四
日

以
内
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
度
末
は
、
就
職
や
進
学
な
ど
の
た

め
住
所
を
変
更
き
れ
る
か
た
が
大
ぜ
い

あ
り
ま
す
が
、
住
所
を
竺
更
さ
れ
る
場

合
は
ボ
凶
日
以
内
に
必
ず
次
の
届
出
を

レ
て
く
だ
さ
い
。
扇
出
に
必
更
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

凡
ザ
転
入
す
る
場
合

金
)
か
ら
三
月
十
五
日
(
火
)
ま

℃
総
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

入
居
申
し
込
み
用
紙
は
総
務
課
に

あ
り
ま
す
。

七
、
入
居
者
の
決
定
方
法

申
、
会
主
町
ヤ
V

叛
の
場
令
は
、
昭
和

五
十
二
年
三
月
二
十
四
日
十
一
二
時

成
人
病
シ
リ
ー
ズ

本音

か
ら
大
州
市
立
中
央
会
民
館
に
拾

い
て
抽
選
を
行
い
、
入
居
者
を
決

定
し
ま
J9。

八
、
入
居
時
期

入
居
は
四
月
一
目
の
予
定
で
す
。

詳
し
い
と
と
は
、
総
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
@

j
 
nU 
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病

れ
や
す
く
勤
労
意
欲
が
減
退
す
る

④
や
せ
る
。
中
年
後
に
発
病
す
る
場

合
は
は
じ
め
は
J

人
る
が
、
病
気
が

進
む
と
や
せ
る
@

⑤
か
ゆ
み
が
あ
っ
た
り
、
で
き
も
の

が
で
き
や
す
く
な
る
。

⑥
異
常
な
食
欲
が
あ
り
、
い
く
ら
良

ぺ
℃
も
満
足
感
が
な
い
。

O
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

糖
尿
病
は
、
遺
伝
的
な
素
一
回
も
か
な

り
影
響
し
ま
す
が
、
生
活
環
境
に
よ
っ

て
誘
因
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
発
病
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
太
り
す
ぎ
な
い
ζ
と。

理
想
的
な
体
重
は

(
崎
別
I
H
-
-
)
V八
号
・
申

太
る
こ
と
も
、
や
せ
る
乙
と
も
理

想
的
な
体
重
か
ら
一

O
パ
ー
セ
ン

ト
以
内
に
お
き
え
る
こ
と
。

②
食
べ
す
き
や
山
川
町
分
の
と
り
す
ぎ
は

つ
つ
レ
む
。

③
適
当
な
運
動
を
心
が
け
る
。

④
糖
尿
病
の
険
盃
在
定
期
的
に
受
ヴ

る
o

と
く
に
両
現
や
近
い
血
設
に

粕
尿
病
忠
者
が
わ
る
と
き
や
、
四

十
穀
以
上
で
十
ん
っ
て
い
る
人
は
要

注
意
。

。
糖
尿
屑
に
か
か
っ
た
ら
際
舗
の
指
示

で
立
し
い
治
療
を
行
う
こ
と
か
大
切
で

す

ほ
う
っ
て

お
く
ζ
と、

自
己
療
法
は

祭
物
で
す
。

糖
尿
病
は
一

生
の
病
気
で

す
。
す
っ
か

り
な
お
る
こ

と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
医

師
の
指
導
、

治
療
上
の
注

意
を
守
れ

ば
、
普
通
の

人
と
変
わ
り

な
く
生
活
で

き
ま
す
。市

交

通

傷

害

保
険
一
二
月
一
一
け

か
ら
受
付
開
始

市
が
行
っ
℃
い
る
市
民
交
通
侵
害
保

険
め
昭
和
五
+
二
年
度
受
吋
け
を
=
一
月

一
日
か
ら
行
い
ま
す
。
昭
和

E
4
一
年

度
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
レ
だ
市
民

交
通
傷
害
保
険
は
、
今
庄
一
三
月
一
一
干
一

日
で
契
約
が
切
れ
る
乙
と
に
た
り
、
あ

ら
た
め
て
加
入
申
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。加
入
に
必
要
な
申
込
書
は
各
区
長
さ

ん
を
通
じ
チ
ラ
シ
と
と
も
に
送
付
円
た

レ
ま
す
の
で
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

四
入
申
込
み
を
レ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
、
一
年
分
一
人
四
百
八
十

円
で
す
。
加
入
手
続
き
な
と
詳
レ
い
と

と
は
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い。
小
型
船
舶
の
蛤
検

船
舶
安
全
志
が
昭
和
四
十
八
年
に
攻

正
さ
れ
て
、
小
型
船
舶
は
す
べ
て
船
検

が
義
務
づ
け
ら
れ
ず
」
い
ま
す
。

船
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
次

に
よ
り
船
倹
を
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

お
も
な
鮪
検
対
象
の
船
舶

一
、
エ
シ
タ
ン
を
つ
け
て
海
上
、
水
上

を
抗
行
す
る
船
舶
。

二
、
ろ
か
い
客
船
(
旅
客
定
員
七
人
似

上
)
。

一
一
↓
、
漁
船
法
に
上
る
漁
船
登
録
を
受
け

た
船
舶
で
も
、
漁
業
以
外
の
行
為
を

行
う
船
mmo

船
換
の
猶
予
期
限
が
晴
利
五
半
三
年

三
月
宋
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
検
査
申

請
の
手
境
き
を
至
急
レ
で
く
だ
さ
い
。

検
五
申
請
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
次

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
役
所

農
政
課
、
肱
川
漁
業
協
同
組
合
、
ま
た

は
、
一
T
七
九
一

1
四一

ほ
山
市
三
津
一

1
五
1
一
八

日
本
小
型
船
舶
検
査
秘
情
松
山
支
所

電
話
O
八
九
九
1
豆一一

1
コ
一
四
一
二

供
に
必
要
な

電
の
し
つ
け

あ
る
雑
誌
に
二
歳
の
子
供
さ
ん
が
電

話
を
利
用
す
る
記
事
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
電
話
局
の
調
査
で
も
六
歳

児
に
な
れ
ば
『
何
ら
か
の
方
法
で
、
七

割
か
ら
八
割
は
電
話
全
便
っ
て
お
り
ま

す。
住
宅
阿
南
唱
諸
国
の
利
用
割
ム
け
を
調
べ
で

ふザ一
F

す
と
、
奥
さ
ん
円
L
つ
づ
い
て
手
供

さ
ん
が
各
一
く
、
全
体
の
二
0
1
一ニ
O
忽

を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
電
話
は
子

供
さ
ん
に
も
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い

立
ヲダ
イ
ヤ
ル
ミ
ス
(
ダ
イ
ヤ
ル
の
途
中

で
や
め
る
)
、
調
達
い
電
話
(
相
手
違

い
)
な
ど
か
け
損
じ
の
割
合
は
約
一
笠

形
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
子
供
さ
ん

の
占
め
る
割
合
ち
非
常
に
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
む
だ
な
ダ
イ
ヤ
ル
の
た
め
、
話
し
中

に
な
っ
一
て
、
相
手
に
迷
惑
を
か
け
た
り

、
晴
違
い
電
話
で
も
相
手
に
つ
な
が
れ

打
お
金
が
か
か
り
、
経
済
的
に
も
ロ
ス

に
な
り
回
り
ま
す
。

こ
の
た
め
電
話
局
で
は
、
電
話
教
室

を
開
い
て
、
上
手
な
電
話
の
か
け
方
に

勺
い
て
、
指
れ
」
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

お
う
ち
で
も
、
子
供
さ
ん
の
電
話
の
使

い
方
の
し
つ
け
が
大
切
で
す
・

大
洲
電
報
電
話
局
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し
尿
浄
化
そ
う
に
よ
る
態
臭
ゃ
、
放

流
水
に
よ
る
汚
染
が
、
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
と
の
度
、

愛
媛
県
は
「
し
尿
浄
化
そ
う
取
扱
指
導

要
制
」
を
制
定
レ
、
正
し
い
浄
化
そ
う

の
設
霞
お
よ
び
総
持
管
理
の
徹
底
を
図

る
た
め
、
設
置
者
ほ
か
関
係
者
の
遵
守

義
務
を
本
年
二
月
一
日
か
ら
次
の
と
お

り
強
化
し
ま
し
た
。

-
新
し
く
浄
化
そ
う
を
設
置
す
る
場

合
の
設
置
届
は
、
管
理
セ
ン
タ
ー
で

事
前
指
導
を
受
け
、
さ
ら
に
市
長
の

意
見
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。
2

浄
他
そ
う
の
設
置
工
事
は
、
管
理

セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
た
浄
佑
そ
う

施
工
士
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

設
置
後
の
管
理
は
、
専
門
的
知
識

と
技
能
を
必
要
と
す
る
の
で
、
管
理

技
術
者
と
委
託
契
約
を
し
て
実
施
す

る
こ
と
。

4

浄
化
そ
う
の
機
能
を
知
る
た
め
、

放
流
水
の
簡
易
水
質
検
査
を
年
一
回

第 25 2号

以
上
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
と
れ
は
管
理
委
託
契
約
に
よ
り
管

理
技
術
者
が
代
行
し
ま
す
。
)

5

浄
化
そ
う
を
民
止
し
、
ま
た
は
、

譲
り
受
け
た
人
は
、
保
健
所
長
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6

法
令
で
定
め
ら
れ
た
放
流
水
質
の

草
件
直
を
保
つ
た
め
、
年
一
回
以
上
は

浄
化
そ
う
の
清
掃
を
実
施
す
る
こ
と

な
ど
で
す
。

な
お
、
法
令
に
定
め
た
事
項
を
遵
守

し
な
い
設
置
者
に
対
し
て
は
、
改
善
命

令
を
は
h
J
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
使
用

停
止
の
処
分
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
罰
金

な
ど
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

お
互
い
の
社
会
環
境
を
美
し
く
す
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
義
務
を
守
り
明
る
い

社
会
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

浄
化
そ
う
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
保

健
所
、
市
保
険
衛
生
課
、
浄
化
そ
う
管

理
セ
ン
タ
ー
大
開
喜
多
支
部
(
電
話
六

1
0二
O
O
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「少年の日記念J少年の主張大会嵐長

二
月
九
日
午
後
一
時
か
ら
第
十
一
回

少
年
の
日
を
記
念
し
て
「
少
年
の
主
張

大
洲
大
会
」
が
八
慨
浜
教
育
事
務
所
管

内
の
中
学
二
年
生
の
代
表
ら
関
係
者
多

叙
が
出
一
円
し
て
、
市
民
会
館
大
ホ
i
ル

で
協
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Y

」
の
大
会
は
、
少
年
の
日
を
迎
え
た

中
学
二
年
生
が
、
次
代
を
引
う
者
と
し

て
そ
の
使
命
を
自
覚
し
、
士
山
を
立
て
健

や
か
に
成
長
レ
、
望
ま
し
い
人
間
形
成

を
図
る
た
め
の
提
言
を
行
う
目
的
で
開

か
れ
た
も
の
で
す
。

発
表
に
先
だ
ち
、
目
野
県
青
少
年
育

成
協
議
会
長
か
ら
「
目
覚
、
立
志
、
健

康
を
住
に
県
民
総
ぐ
る
み
で
青
少
年
の

健
全
育
成
に
努
め
て
お
り
、
み
な
さ
ん

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
た
く
ま
レ
く
生
き

て
ほ
し
い
。
」
し
こ
、
あ
い
さ
つ
が
あ
り

来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
代
表
に
選
ば
れ
た

十
人
が
中
学
生
活
を
通
じ
て
得
た
自
分

の
体
験
や
抱
負
な
ど
を
力
強
く
発
表
し

ま
し
た
。
大
州
市
か
ら
は
大
洲
北
中
学
校
出
川

美
保
さ
ん
一
i

目
標
を
身
近
に
見
つ
け
よ

う
」
、
新
谷
中
学
校
田
中
畑
予
君
「
向

と
心
」
、
大
洲
南
巾
学
校
民
日
除
史
日
口

「
少
年
の
日
を
迎
え
て
」
の
一
一
一
人
が
発

表
し
ま
し
た
。

会
場
い
っ
ぱ
い
に
つ
め
か
け
た
中
学

生
、
青
少
年
育
成
関
係
者
、
父
児
な
ど

か
ら
発
表
す
る
意
見
や
主
張
に
僚
ん
な

相
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

発
表
者
に
は
愛
媛
県
知
事
か
ム
賀
状

が
、
愛
媛
県
青
少
年
青
成
協
議
会
か
ら

は
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

春完
悶の欠
員事三
日羽毛 lヲ

!予仏
関 j境界
持運た
自動

こ
れ
か
ら
替
に
か
け
て
は
、
空
気
が
]
た
き
火
は
周
囲
の
状
況
が
安
全

乾
燥
す
る
た
め
火
災
が
お
き
や
す
く
な
か
ど
う
か
を
確
か
め
、
消
火
の
準

り

ま

す

。

備

も

忘

れ

な

い

こ

と

。

昭
和
五
十
二
ヰ
の
火
災
の
発
生
状
況

2

た
き
火
の
後
始
末
を
完
全
に
す

は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
や
は
り
=
一
月
る
。

に
一
番
多
ぐ
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

3

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
子
供
の

二
月
お
よ
び
一
一
一
月
の
気
象
状
況
を
み
手
の
と
ど
か
な
い
所
ヘ
保
管
す
る

ま
す
と
、
一
か
月
の
う
ち
十
目
以
上
も

4

右
油
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
は
火
を

異
常
乾
喚
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
消
レ
て
か
ら
行
う
。

す
。
と
の
よ
う
な
気
象
で
火
災
が
発
生

5

右
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
(
白
灯

し
ま
す
と
大
火
と
な
り
や
す
い
の
で
、
油
)
を
ま
ち
が
え
な
い
。

住
民
一
人
一
人
が
火
の
取
り
扱
い
に
注

6

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い

意
し
て
火
災
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

O
火
災
か
ら
命
を
守
る
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

1

病
人
、
老
人
、
幼
児
な
ど
の
寝

O
火
災
を
お
と
さ
な
い
心
が
け
室
は
、
で
き
る
だ
切
避
難
の
し
ゃ

母
子
保
健
シ
リ
ー
ズ

妊

婦

つ
わ
り
の
こ
ろ
は
、
以
前
は
大
好
き

で
あ
っ
た
も
の
が
見
る
の
も
い
や
に
な

っ
た
り
、
白
押
に
つ
い
た
り
す
る
と
と
が

あ
り
ま
す
が
、
逆
に
川
町
え
な
か
っ
た
た

ば
と
が
川
町
い
た
く
な
っ
た
り
、
お
酒
が

飲
み
た
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。と
こ
ろ
で
、
た
ば
こ
は
、
お
な
か
の

赤
ち
ド
ん
に
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

妊
娠
中
の
喫
時
に
つ
い
て
の
調
査
報
告

に
よ
り
ま
す
と
、
一
日
!
?
一
本
以
と
吸

う
母
視
か
ら
生
ま
れ
た
新
生
児
に
は
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
母
親
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
よ
り
、
明
ら
か
に
未
熟
児
が
多
い

と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
タ
バ
コ
を
倣
う
人
に
は
、

す
い
場
所
に
す
る
。

2

寝
た
き
り
老
人
や
幼
児
を
置
い

て
外
出
を
し
な
い
。
や
む
を
得
な

い
と
き
は
隣
へ
声
を
か
け
依
頼
し

て
お
く
。

3
火
災
の
と
き
忘
れ
物
な
ど
を
取

り
に
建
物
の
中
へ
引
き
返
さ
な
い

訂

正

広
報
お
お
ず
第
二
四
九
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
昭
和
五
十
年
の
火
災
損
害

発生状況

内
一
火
災
発
生
合
計
一

均一司
1
I
E

糊
同
一
円
凹

時

一

花

火

一

淵
口
川
阿
川
「
|

四

一

バ

ー

ナ

ー

一

o

t
一

川

一

火

あ

そ

び

一

6

c
副
1
|
火

一

日

つ

マ

ッ

チ

一

1

石
油
ス
ト
ー
ブ
一

3

取
灰
e

消
し
炭
一

1

乾

燥

設

備

一

4

か

ま

ど

一

3

モ

ー

タ

ー

一

。

煙

突

一

3

ガ
ス
コ
ン
ロ
一

2

ば

乙

一

2

き
火
一

7

因

一

件

数

昭和51年の火
原因の火災

fこ7こ

ト〕

(13) 
喫

煙

肺
が
ん
や
必
筋
こ
う
そ
く
に
な
る
危
険

も
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
一
。
た
ば
こ

は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
と
ま
で
極
言

す
る
人
さ
え
い
ま
す
。

目
隠
近
の
よ
う
に
、
た
だ
で
さ
え
汚
れ

の
多
い
沼
気
を
倣
っ
て
い
る
う
え
に
、

さ
ら
に
、
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
は
、
そ

の
影
山
替
も
大
き
い
こ
と
が
思
像
さ
れ
ま

す
。
と
い
っ
て
、
た
ば
こ
の
好
き
な
人

が
一
度
に
全
部
や
め
て
し
ま
う
と
と
は

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
a

そ
れ
に
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
量

を
減
ら
す
こ
と
が
、
生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
に
対
す
る
母
親
の
建
楕
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

額
、
二
八
三
、
一
=
二
干
同
は
、
一
一
ニ

八
、
八
四
八
手
円
の
間
違
い
で
し
た
の

で
訂
正
し
ま
す
。

学

び
一競い

の

働
き
な
が
ら
学
ぶ
青
少
年
ゃ
、
家
事

の
か
た
わ
ら
高
校
卒
業
資
格
を
得
ょ
う

1 47 8 5 。

月

と
す
る
人
た
ち
、
ま
た
は
、
各
種
免
許

取
得
試
験
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
科

目
、
あ
る
い
は
、
自
分
の
教
養
を
高
め

る
た
め
に
特
定
の
科
目
を
学
ぼ
う
と
す

る
人
た
ち
が
、
年
齢
や
性
別
に
制
約
な

く
、
場
所
や
時
聞
に
も
あ
ま
り
拘
束
さ

れ
な
い
で
学
習
す
る
こ
と
の
で
き
る
の

が
通
信
制
の
高
校
教
育
機
関
で
、
本
県

に
は
県
立
松
山
策
高
等
学
校
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

生
涯
教
育
の
一
環
と
し
て
通
信
教
育

は
広
く
一
般
の
人
た
ち
に
開
か
れ
て
い

る
学
び
へ
の
道
な
の
で
す
。

出
願
資
格
は
中
学
校
忍
業
者
、
ま
た

は
、
本
年
度
ぷ
業
見
込
み
の
入
、
並
び

に
乙
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
人
。
と
な
っ
て
い
ま
す
が

旧
制
の
中
学
や
青
年
学
校
の
ホ
業
者
は

適
当
な
学
年
へ
編
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。入
学
許
可
は
害
賠
制
審
査
の
う
え
決
定

し
、
入
学
選
考
料
は
い
り
ま
せ
ん
。
持

典
の
一
つ
と
し
て
、
教
科
書
、
単
習
警

は
各
自
で
硝
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が

年
度
末
に
国
庫
補
間
金
と
し
て
各
人
に

交
付
さ
れ
ま
す
か
ら
無
償
に
な
る
わ
り

で
す
。現
在
七
百
七
十
九
人
が
在
籍
し
、
十

五
歳
か
ら
六
十
歳
以
上
ま
で
の
幅
広
い

年
齢
層
(
平
均
年
齢
二
+
四
歳
)
の
人

た
ち
が
学
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
い
教
育
内
容
の
問
い
合
わ
せ
や

入
学
願
書
の
申
し
込
み
先
は
次
の
と
お

り
で
す
。

所
在
地
〒
七
九
O

松
山
市
持
田
町

愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制

課
程
事
務
課

電
話

O
八
九
九
1
四一一一

1
0
一
八
七

な
お
、
郵
送
を
希
盟
さ
れ
る
場
合
は

返
信
用
封
筒
(
住
所
、
氏
名
を
明
記
し

百
円
切
手
を
は
っ
て
)
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

出
願
期
間

第
一
次
三
月
一
日
か
ら
三
月
一
一
一
十

一
日
ま
で

四
月
一
日
か
ら
四
月
二
半

一
一
一
日
ま
で

第
二
次

数

2
月
幻
日
中
央
病
院

@
4
5
5
1

3
月
6
日

M

M

F

日
日

M

M

M

w

m

E

P

M

M

 

幻
自

H

H

P

日出目

M

M

H

、

診
療
時
間
句
時
半

t
げ
時

に
よ
る

防
災
対
策

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

一アレ
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吉
ど
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
、
社
会
楕
祉
事
業

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ま

と
こ
ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
私
申
し
上
げ
ま
す
。
(
敬
称
略
)

一
万
豆
千
六
百
四
半
八
円

(
年
末
た
す
け
あ
い
)

大
洲
小
学
校
児
童
会

一
万
三
千
六
百
四
+
九
円

(
ト
ル
コ
地
震
義
援
金
)

大
洲
小
学
校
児
童
会

三
千
七
百
六
十
三
円

八
多
喜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
時
議
会

一
?
干
円

柏

木

上

甲

浩

二
万
円

第 3日曜日
奉仕の目

。遺児の激励令一日里親，施設思問

などをしましょう。

地
震
に
備
え
て

ま
す
は
あ
わ
て
ず

オ
力

Y
チ
ド
!
シ

ワ
タ
シ
ハ
コ
ツ
チ
ヨ
!
」

(
プ
ロ
レ
ス
シ
ョ

1
収
益
金
)

大
州
市
農
協
組
合
長
上
川
好
邦

二
十
万
円

若
宮

森
玉戸
忠
至量

五
万
円
(
特
別
老
人
ホ
1
ム
へ
)

菅
田
町
菅
田
中
元
政
夫

金

圭す

金
一
封

金

封

金

封

中
村
兵
頭
義
一
両

喜

多

山

西

岡

保

若
宮
口
四
回
栄

大
山
川
長
谷
喜
夫

金
一
封
菅
田
町
菅
田
松
下
千
代
子

コ
タ
ツ
布
団
一
佼

シ
ョ
ー
ル
一
枚

家庭の日

。うちの家庭はこれでよいか考えて

みましょう。

県民たすけあい総参加運動
大洲市推進協議会

大洲市青少年問題協議会

中低
木寸戸斤

干i

相
談
ご
と
案
内

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談
日

と

き

3
月
間
白
刊
時

3
時
時

3
月日
μ
日

グ

と
こ
ろ
市
役
所
第
一
会
議
筆

人
権
相
談
日

と

き

3
月
心
日
目
時

t
同
時

と
こ
ろ
旧
大
洲
公
会
堂
丙

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
室

、
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

3
月
1
日

日

時

t
日
時

3
月
印
日

ρ

3
月刊
μ
日

M
H

3
月

羽

目

グ

と
こ
ろ
旧
大
刑
公
会
堂
内

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
室

家
庭
児
童
相
談
日

と

き

毎

日

8
時
半
J
げ
時

た
だ
し
土
曜
日
は
は
時

ま
で
日
曜
日
杓
日
は

休
み
ま
す

と
こ
ろ
福
祉
事
務
所

行
政
相
談
臼

と

き

毎

日

9
時
l
同
時

た
だ
し
月
限
臼
は
休
み

ま
す

と
こ
ろ
市
民
会
館

不
動
産
相
談
日

と
き
毎
月
日
日
刊
時
!
日
同
時

と
こ
ろ
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

大
洲
支
部
(
大
洲
市
若
宮

愛
媛
相
互
銀
行
大
洲
支
庖

横
)


